
日本産ベニボタルの同定マニュアル , V
松 田　潔

〒 599-8531 大阪府堺市中区学園町 1-1  

大阪府立大学大学院生命環境科学研究科昆虫学研究室

Identification manual of the lycid-beetles in Japan, V
Kiyoshi Matsuda

前回はホソベニボタル亜科の解説を行った．今
回からベニボタル亜科 Lycinae の解説を行う．こ
れまで紹介してきたコクロハナボタル亜科，ヒシ
ベニボタル亜科，ホソベニボタル亜科の 3 亜科は
いずれも種数の少ないものであったが，これらと
比べて本亜科は日本産ベニボタルの約 80％が所属
するベニボタル科中で最も大きい亜科である．し
たがって，本亜科に入るハナボタル属 Plateros や
クシヒゲベニボタル属 Macrolycus のように種数の
多いものでは種群または地域別に解説を行いたい
と考えている．今回は本亜科とベニボタル族 Licini
を概説し，合わせて後者に所属し，日本に分布す
るベニボタル属 Lycostomus 4 種の解説を行う．

ベニボタル亜科 Lycinae Laporte, 1836
本亜科は極地を除く全世界に広く分布し，世

界中から 13 族が知られている．これらの内，日
本に分布するものは 8 族，スミアカベニボタル
族 Conderini， ハ ナ ボ タ ル 族 Platerodini， ク シ ヒ
ゲベニボタル族 Macrolycini， カクムネベニボタ
ル 族 Lyponiini， ベ ニ ボ タ ル 族 Lycini， ア ミ メ ボ
タル族 Metriorrhynchini，ツヤバネベニボタル族
Calochromini，カタアカハナボタル族 Erotini であ
る．これらの中で，ハナボタル族，アミメボタル
族，ツヤバネべニボタル族，カタアカハナボタル
族の 4 族は，これまでの分類体系ではそれぞれ独

立した亜科と定義されてきたが，Bocák & Bocáková 
(2008) の新しい分類体系では DNA 解析の結果も踏
まえてベニボタル亜科の族として分類されている．

日本産ベニボタル亜科 Lycinae の族の検索表
1(2) 前頭は長く，前方に向けて吻状に長く突出す

る．…..................………… ベニボタル族 Lycini
2(1) 前頭は短く，吻状に長く突出しない．
3(4) 跗節の爪は先端で2裂する．……………………. 

...................... クシヒゲベニボタル族 Macrolycini
4(3) 跗節の爪は先端で2裂しない．
5(6) 上翅は4本の弱い縦隆線をもち，背面全体は細

かいしわ状か，または細かく密な点刻をそな
え，短毛で密に被われる．…...…....................... 
................... ツヤバネベニボタル族 Calochromini

6(5) 上翅は強い縦隆線をもち，隆線間の間室には
網目状の点刻がある.

7(8) 前胸背板は隆条により7室に分かれる．....…..  
..........................アミメボタル族 Metriorrhynchini

8(7) 前胸背板は隆条により1室から5室に分かれ
る．

9(10) 前胸背板は隆条により5室に分かれ，中央室
は小さい．… スミアカベニボタル族 Conderini

10(9) 前胸背板は1室か，不完全な4室または5室に
分かれる．5室に分かれても中央室は後方で開
く（カタアカハナボタル族Erotini，テングベニ
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ボタル属群 Platycis genus-group）．
11(14) 雄交尾器は側片をもたない．
12(13) 前胸背板は1室からなり，側縁部に1対の横

隆起をもたない．…… ハナボタル族 Platerodini
13(12) 前胸背板は1室からなり，側縁部に1対の横

隆起をもつ．.. カクムネベニボタル族 Lyponiini
14(11) 雄交尾器は長い側片をもつ. .............................. 

.......….......……… カタアカハナボタル族 Erotini

ベニボタル族 Lycini Laporte, 1836
頭部は吻状に前方へ長く伸長する．触角は鋸歯

状で，上下に平圧される．前胸は 1 室からなる．
上翅は比較的長く，後方に向かって扇状に広がる．
脚は比較的長い．雄交尾器のペニスは長く，側片
は短いものが多い．基片は中位の大きさである．

旧北区東部・東洋区・エチオピア区・新北区・
ラテンアメリカ区に分布するが，旧北区西部（ヨー
ロッパ）とオーストラリア区には分布しない．

ベニボタル属 Lycostomus Motschulsky, 1861
タイプ種： Lycostomus coccineus Motschulsky, 1861
（= Lycus similis Hope, 1831）（セイロン）.

[ 成虫 ] 体は中型から大型．頭部は前方に向けて
吻状に長く伸びる．複眼は比較的小さい．触角は
鋸歯状．前胸背板は五角形または半円形で，前縁
中央後方に短い縦隆条をそなえ，周縁部で粗く密
に点刻される．上翅は後方に向かって扇形に広が
り，背面に 4 本の縦隆線をもつ．上翅の隆線間は
粗く，不規則な網目状に点刻され，微毛で密に被
われる．脚は比較的長い．雄交尾器のペニスは長い．
側片は短く，ペニスの基部に留まるものから，比
較的長いものまで変化に富む．基片は中程度の大
きさである．

[ 幼虫 ] 体は長く，上下に平圧される．胸部と腹
部は明らかに形態が異なる．前胸背板は縦長で，
背板は分割されない．中胸と後胸の背板は縦に分
割される．腹部第 1 節から第 8 節までの背板も縦
に分割される．第 9 節の背板は分割されず，先端
に 1 対の短い尾突起をもつ．旧北区東部・東洋区・
エチオピア区・新北区・ラテンアメリカ区に広く
分布し，これまでに 120 種以上の種が記録され，
日本からは次の 4 種が知られている．

日本産ベニボタル属 Lycostomus の種の検索表
1(6) 前胸背板は黒色か黒褐色．
2(5) 前胸背板は半円形．雄交尾器のペニスは細長

い．

3(4) 上翅は暗赤色，会合縁と側縁がしばしば黒色
になる．8.0–16.8 mm．北海道・本州・四国．
…フトベニボタル名義タイプ亜種　Lycostomus 
(Lycostomus) semiellipticus semiellipticus Reitter

4(3) 上翅は黒色，肩部は赤橙色．12.8–12.9 mm．九
州．…… フトベニボタル九州亜種 Lycostomus 
(Lycostomus) semiellipticus kumamotonis Nakane

5(2) 前 胸 背 板 は 五 角 形 で ， 両 側 縁 は 中 央 部 で
ほ ぼ 平 行 ． 雄 交 尾 器 の ペ ニ ス は 側 面 か ら
見 て 幅 広 い ． 8 . 5 – 1 4 . 5  m m ． 北 海 道 ・ 本
州 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ 種 子 島 ・ 南 千 島 ； 中
国 ． ……………………………  ベ ニ ボ タ ル
Lycostomus (Lycostomus) modestus (Kiesenwetter)

6(1) 前胸背板は赤色または橙赤色．
7(8) 前胸背板は赤色で，中央部に黒斑をもつ．

14.7–17.2 mm．……… タイワンベニボタル石
垣島亜種　Lycostomus (Lycostomus) formosanus 
ishigakianus Matsuda

8(7) 前胸背板は橙赤色で，黒紋をもたない．12.9–
14.9 mm．本州；台湾（新記録）．…………… 
トガクシベニボタル Lycostomus (Lycostomus) 
koshimizui Nakane

1. タイワンベニボタル　Lycostomus (Lycostomus) 
formosanus Pic, 1937（図1–3，7，10，14，15）

14.7–17.2 mm．体は黒色から黒褐色．頭部・触角・
小楯板・脚は黒色または黒褐色．前胸背板は赤色，
中央部に 1 つ大きな黒紋をもつ．上翅は赤色で，
赤色の微毛で密に被われる．前頭は前方に向けて
吻状に長く伸びる．複眼は比較的小さく，複眼間
の距離は複眼長径の約 1.5–1.7 倍．触角は強い鋸歯
状．小あごひげ末端節は斧形で，細長く，先端部
が幅広く丸くなる．前胸背板はほぼ半円形で，後
角が三角状に突出する，背面には前縁中央から始
まる 1 本の非常に短い縦隆条をそなえる．小楯板
は舌状．上翅は長く，後方に向けて徐々に扇状に
広がり，先端部でそれぞれ幅広く丸くなる．上翅
背面は 4 本の縦隆線をそなえるが，第 1 隆線は基
部 1/3 より後方でやや微弱になる．隆線間は不規則
な網目状．脚は比較的長く，腿節は先端部で幅が
広くなる．雄交尾器のペニスは非常に長く，側面
から見て，幅が狭く，先端部で広がり，鉤状になる．
側片は短く，ペニスの基部に留まる．基片は中位
の大きさである．分布：台湾・蘭嶼・緑島．

[ 備 考 ]　 石 垣 島 亜 種 L. (L.) formosanus 
ishigakianus Matsuda, 2009 は，台湾に分布する名義
タ イ プ 亜 種 L. (L.) formosanus formosanus Pic, 1937
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によく似るが，触角の幅がより広い，雄交尾器の
ペニスが腹面から見て先端部で強く広がらない，
また，雌の腹部末端節が先端中央で浅く凹むなど
の諸点で後者と異なる．石垣島では，成虫は昼間
ヤンバルアワブキ Meliosma oldhamii Miq. ex Maxim. 
の花上に集まる．

2 .  フトベニボタル  Lycos tomus  (Lycos tomus ) 
semiellipticus Reitter，1910（図4, 8, 9, 11, 16, 17）

3.4–5.2 mm．体は黒色から暗赤褐色．頭部・触
角・前胸背板・小楯板・脚は黒色または暗赤褐色．
上翅は暗褐色，赤色の微毛で密に被われる．前頭
は前方に向けて吻状に長く伸びる．複眼は中位の
大きさで，複眼間の距離は複眼長径の約 1.2–1.3
倍．触角は強い鋸歯状．小あごひげ末端節は斧形
で，比較的幅が広く，先端部で平圧される．前胸
背板はほぼ半円形で，後角が短く尖り，背面には
前縁中央から始まる 1 本の短い縦隆条をそなえる．

図1–9．ベニボタル属の頭部（1），前胸背板（2），触角（3–6），背面図（7–9）．1，2，3，7，タイワンベニボタル石垣島
亜種；4，8，フトベニボタル名義タイプ亜種；9，フトベニボタル九州亜種；5，ベニボタル；6，トガクシベニボタル．
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小楯板は舌状で，先端部中央に浅い切れ込みをも
つ．上翅は長く，後方に向けて徐々に扇状に広がり，
先端部でそれぞれ幅広く丸くなる．上翅背面は 4
本の縦隆線をそなえるが，第 3 隆線がやや微弱で
ある．隆線間は不規則な網目状．脚は比較的長く，
幅は狭い．雄交尾器のペニスは長く，側面から見て，
幅はやや狭く，先端部で幅が広くなり，鉤状になる．
側片は短く，ペニスの基部に留まる．基片は中位
の大きさである．分布：北海道・本州・四国・九州． 

[ 備考 ]　北海道・本州・四国に分布する本種の
名義タイプ亜種は，東日本では上翅の色彩が安定し
ているが，西日本では上翅会合縁と側縁が黒化す
ることが多く，地域によっては上翅後半が黒色に
なる個体が出現する．九州亜種 L. (L.) semiellipticus 
kumamotonis Nakane, 1969 は，上翅が肩部を除き黒
色である．

3. ベニボタル Lycostomus (Lycostomus) modestus 
(Kiesenwetter, 1874)（図5，12，18，19，22）

8.5–14.5 mm．体は黒褐色から暗赤褐色．頭部・
触角・前胸背板・小楯板・脚は黒褐色または暗赤
褐色．上翅は暗褐色，赤色の微毛で密に被われる．
前頭は前方に向けて吻状に長く伸びる．複眼は比
較的小さく，複眼間の距離は複眼長径の約 1.5–1.7
倍．触角は鋸歯状．小あごひげ末端節は斧形で，
長く，前縁は幅広く丸くなる．前胸背板は五角形，
中央部で両側縁がほぼ平行か内側へわずかに湾入
し，基部に向けて広がる．後角は丸い．小楯板は
舌状で，先端部中央がわずかに凹む．上翅は長く，
後方に向けて扇状に広がる．上翅背面は 4 本の縦
隆線をそなえ，第 3 隆線は基部 1/3 で微弱である．
隆線間は粗く不規則な網目状．脚は比較的長く，
幅は狭い．雄交尾器のペニスは長く，側面から見
て幅広く，先端部で狭い切れ込みをもつ．側片は
短く，ペニスの基部に留まる．基片は中位の大き
さである．分布：北海道・本州・四国・九州・種
子島・南千島；中国．

4. トガクシベニボタルLycostomus (Lycostomus) 
koshimizui Nakane, 1993（図6，13，20，21，23）

12.9–14.9 mm．体は明黄褐色．頭部・前胸背板・
小楯板・上翅は橙赤色，橙赤色の微毛で密に被わ
れる．触角は黒色から黒褐色，基部 3 節と第 4 節
の基部が橙赤色．脚は黒褐色，転節と腿節基部が
橙赤色．前頭は前方に向けて吻状に長く伸びる．
複眼は中位の大きさで，複眼間の距離は複眼長径

の約 1.3–1.4 倍．触角は鋸歯状．小あごひげ末端節
は斧形で，細長く，先端部が幅狭く丸くなる．前
胸背板は五角形で，長く，基部に向けて幅が広く
なり，後角が三角状に張り出す，背面には前縁中
央から始まる 1 本の非常に短い縦隆条をそなえる．
小楯板は舌状．上翅は長く，後方に向けて徐々に
扇状に広がり，先端部でそれぞれ幅広く丸くなる．
上翅背面は 4 本の縦隆線をそなえるが，第 3 隆線
はやや微弱である．隆線間は不規則な網目状．脚
は比較的長く，脛節は中央で幅が広くなる．雄交
尾器のペニスは非常に細長く，側面から見て，中
央前方で徐々に広がり，先端部は幅広く丸くなる．
側片は比較的長く，腹面から見て，卵形になる．
基片は中位の大きさである．分布：本州；台湾（新
記録）．

[ 備考 ]　本種のタイプ産地は長野県戸隠で，ホ
ロタイプの 1 雄のみが知られている．

体色や雄交尾器の形態から，本種が台湾に分布
するベニボタル属の 1 種と同種であることが確認
できたので，この機会に台湾新記録として報告し
ておく（2♂♂，3♀♀，台湾省台東縣知本温泉，20．V．
1975，今坂正一採集）．

なお，日本からは，本属の種としてあと 1 種，
ブジョウベニボタル L. (L.) bourgeoisi Reitter, 1910 が
記載されている．この種はタイワンベニボタルと
体色はよく似るが，より小型の種であり，Nakane 
(1969) が解説するように日本産の種ではないよう
である．

末筆ながら，本解説をまとめるにあたり，タイ
プ標本の調査にご協力いただいた故中根猛彦博士，
また，貴重な標本を提供していただき，ベニボタ
ルの生態についてもご教示を賜った石垣市在住の
花谷達郎氏，E- アシストの今坂正一氏に厚く御礼
申し上げる．
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【短報】御蔵島でアバタツヤナガヒラタホソカタム
シを採集

アバタツヤナガヒラタホソカタムシ Pycnomerus 
sculptratus Sharp, 1885 は，神奈川県箱根塔の沢をタ
イプ地として記載さ
れたホソカタムシ科
の甲虫である．原記載
以降あまり記録され
ることはなく，一時
近似の同属種ツヤナ
ガヒラタホソカタム
シ P. vilis Sharp, 1885
のシノニムではない
かと考えられていた
こともある．その後，
平野（1996）によって
本種が詳細に紹介さ
れ，各地から記録さ
れるようになってき
ているが，生川（2000）
の三重県における大
量採集例を除けば，概して確認個体数も確認例も
少なく，採集困難なホソカタムシであることに変
わりはない．

本種は，台湾の記録のほか，国内では本州（淡路
島を含む），四国，対馬，奄美大島および伊豆諸島
の三宅島から記録されている（青木，2009, 2012；
渡辺・相馬 , 1972）． 

筆者は御蔵島で本種を採集しているので報告す
る．なお，御蔵島では村条例により昆虫採集は禁
じられているため，許可を受けて調査を行った．

1ex., 東京都御蔵島村里 , 3. VII. 2012, 筆者保管 .
御蔵島初記録．夜間，樹林内の広葉樹の落ち枝（直

径 5 cm，長さ 1 m ほど）上を這っていた．
末筆ながら，現地調査にあたって便宜をはかっ

図1．アバタツヤナガヒラタホ
ソカタムシ(御蔵島産)．

てくださった，みくらしま観光協会の菱井徹，小
木万布の両氏に深謝したい．
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昆虫学研究器具は「志賀昆虫」へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫針

00, 0, 1, 2, 3, 4, 5, 6 号 , 有頭ダブル針も出来ました．
その他， 採集， 製作器具一切豊富に取り揃えており
ます．
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